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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

８/26 現在

父島 

100/100

母島  

100/100

７月気象状況(父島)

最高気温   32.1℃

最低気温   25.0℃

平均気温   27.8℃

平均湿度   89％ 

月降水量  108.5mm

住民基本台帳登録者数（８/１）

             2,394 人 

             父島      母島  

  人口      1,938 人   456 人

  世帯      1,068     240 

短期滞在者     17 人    36 人

                                               

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の 

 
 
 
 
 

制
度
が
変
わ
り
ま
す 

  

平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と
老

人
保
健
の
制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。 

【
国
民
健
康
保
険
】 

○
一
部
負
担
金 

 
 
 

国
保
の
一
般
被
保
険
者
の
中
で
も
、
年
齢
に

よ
っ
て
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
。 

 

○旧
平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で 

 
 
 

一
般
（
０
歳
以
上
70
歳
未
満
）
３
割
負
担 

 

○新
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら 

 
 
 

３
歳
未
満
の
乳
幼
児  

 
 
 

２
割
負
担 

 
 
 

３
歳
以
上
70
歳
未
満 

 
 
 

３
割
負
担 

 
 
 

70
歳
以
上 

 
 
 
 
 
 
 

１
割
負
担 

（
一
定
以
上
所
得
者
は
２
割
負
担
） 

○
高
額
療
養
費 

 
 
 

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
の
う
ち
低
所
得

の
方
は
据
置
い
て
、
一
般
や
上
位
所
得
者
に
つ

い
て
見
直
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
70
歳
以
上
の
方

に
は
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
新
た
に
自
己
負
担
限
度
額

が
設
定
さ
れ
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

戸
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
い
た
し
ま
す
。） 

○
退
職
者
医
療
制
度 

 
 
 

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
を
70
歳
未

満
か
ら
75
歳
未
満
に
５
年
間
で
段
階
的
に
引

き
上
げ
ま
す
。 

【
老
人
保
健
】 

○
一
部
負
担
金 

 
 
 

原
則
と
し
て
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
を
負

担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
以
上
所
得
者
は
、

２
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

○旧
平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で 

 
 
 

か
か
っ
た
費
用
の
１
割
負
担 

 
 
 
 

（
１
か
月
に
３
２
０
０
円
ま
で
）
又
は 

 
 
 

定
額
制
の
診
療
所
で
は
１
日
８
５
０
円 

 
 
 
 

（
１
か
月
に
４
回
ま
で
） 

 

○新
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら 

 
 
 

か
か
っ
た
費
用
の
１
割
負
担 

 
 
 
 

（
一
定
以
上
所
得
者
は
２
割
負
担
） 

○
自
己
負
担
限
度
額 

 
 
 

１
か
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。 

○
対
象
年
齢 

 
 
 

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
方
の
対
象

年
齢
を
70
歳
以
上
か
ら
75
歳
以
上
に
５
年
間

で
段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。
平
成
14
年
９
月

30
日
に
す
で
に
70
歳
以
上
で
あ
る
方
は
、
引

き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

は
、
75
歳
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
現
在
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
で
医
療
を
受
け
、
75
歳
に
な

る
と
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２
―
３
１
１
３ 

 

扇
浦
地
区
宅
地
分
譲 

村
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て 

  

現
在
、
村
で
は
定
住
施
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成

16
年
度
以
降
に
扇
浦
地
区
村
有
地
の
宅
地
分
譲
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と
お
り
村
民
の
方
へ
の

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

現
況
に
つ
い
て
の
説
明
と
併
せ
て
村
民
の
方
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
17
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

小
笠
原
村
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
報
告 

 

【
小
笠
原
村
観
光
Ｐ
Ｒ
デ
ー
】 

７
月
27
日
（
土
）
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
日

本
ハ
ム
対
ダ
イ
エ
ー
戦
の
試
合
開
始
前
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
南
洋
踊
り
の
披
露
、
両
軍
選
手
へ
の
特
産

品
の
贈
呈
及
び
始
球
式
を
行
い
ま
し
た
。 

（
観
客
約
２
万
３
千
人
） 

 

【
東
京
湾
納
涼
船
内
観
光
Ｐ
Ｒ
】 

７
月
28
日
（
日
）
竹
芝
桟
橋
よ
り
出
航
す
る
東

京
湾
納
涼
船
内
に
て
南
洋
踊
り
の
披
露
や
特
産
品

の
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。 

（
乗
船
客
約
千
人
） 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

  

２
―
３
１
１
４ 

                       

ＮＯ．４５９ 

平成 14 年(2002)

９/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 小笠原村観光親善大使 小笠原選手を囲んで  
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宮
之
浜
道
宅
地
分
譲
再
募
集 

  

第
５
期
宮
之
浜
道
分
譲
地
の
第
７
区
画
を
再
募
集

し
ま
す
。 

な
お
、
詳
細
は
分
譲
要
綱
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
分
譲
を
申
込
む
方
は
、
必
ず
分
譲
要
綱
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

分
譲
要
綱
は
、
財
政
課
用
地
係
及
び
母
島
支
所
庶

務
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

                              

【
分
譲
地
所
在
等
】 

《
所
在
地
》
小
笠
原
村
父
島
字
宮
之
浜
道 

《
地
目
》
宅
地 

《
区
画
数
及
び
区
画
面
積
》 

 

１
区
画
（
第
７
区
画
）
上
図
参
照 

３
７
５
・
２
１
㎡ 

《
分
譲
価
格
》
１
３
３
１
万
６
千
円 

【
申
込
期
間
】 

 
 

９
月
17
日(

火)

～
10
月
16
日(

水) 

【
申
込
場
所
】 

 
 

財
政
課
用
地
係
及
び
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
用
地
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

土
地
取
引
を
さ
れ
る
方
へ 

  
小
笠
原
村
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
父
島
・ 

母
島
全
域
が
土
地
取
引
の
監
視
区
域
に
指
定
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

村
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
取
引
を
さ 

れ
る
場
合
は
、
契
約(
予
約
を
含
む)

を
締
結
す
る
前

に
届
出
を
し
、
取
引
価
格
や
土
地
利
用
目
的
な
ど
に

つ
い
て
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
行
っ
た
場

合
、
６
ヵ
月
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、財
政
課
用
地
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
と
な
る
土
地
】 

 

小
笠
原
村
父
島･

母
島
内
の
５
０
０
㎡
以
上
の 

土
地
（
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
そ
の
合
計 

が
５
０
０
㎡
以
上
に
な
る
取
引
の
場
合
、
届
出
が 

必
要
に
な
り
ま
す
。） 

【
対
象
と
な
る
取
引
】 

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、 

対
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
地
上
権･

定
期
借

地
権
の
設
定･

譲
渡
及
び
予
約
完
結
権･

買
戻
権
な

ど
の
譲
渡 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
用
地
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

委
託
保
育
士
の
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
保
育
士
免
許
所
持
者 

（
年
齢
・
性
別
・
学
歴
不
問
） 

【
勤
務
場
所
】
母
島
保
育
園 

【
勤
務
期
間
】
11
月
１
日
～
平
成
15
年
３
月
31
日 

【
採
用
人
数
】
１
名 

【
給
与
】
小
笠
原
村
職
員
の
給
与
に
準
ず
る 

【
選
考
方
法
】
申
込
用
紙
に
よ
る
書
類
審
査 

※
申
込
用
紙
は
母
島
支
所
に
あ
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～
30
日
（
月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
  

３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
保
育
園
10
月
入
園
に
つ
い
て 

  

母
島
保
育
園
で
は
平
成
14
年
10
月
入
園
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
入
園
資
格
】 

○
平
成
14
年
10
月
１
日
現
在
満
３
歳
の
幼
児
で
、

保
護
者
（
両
親
が
別
居
等
の
場
合
は
幼
児
を
保

育
し
て
い
る
者
）
が
仕
事
等
に
よ
り
保
育
が
で

き
な
い
幼
児
。 

○
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
満
３
歳
以
上
で
入

園
を
希
望
す
る
幼
児
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
） 

※
申
込
用
紙
は
母
島
支
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

        

９
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の 

 
 
 
 

島
外
搬
出
月
で
す 

  

小
笠
原
村
で
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
を
条
例 

で
義
務
付
け
て
お
り
、
搬
出
は
共
勝
丸
に
よ
り
奇
数 

月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
受
付
日
は
日
程
が
決
ま
り
次 

第
、
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
ポ
ン
コ
ツ
車
と
は
】 

 
 

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
バ
イ
ク
、 

古
タ
イ
ヤ 

【
事
前
の
準
備
】 

○
燃
料
は
必
ず
抜
く
。（
受
付
時
に
、
燃
料
メ
ー 

タ
ー
が
残
量
を
示
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
抜
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

○
漏
れ
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
オ
イ
ル
等
は
抜
く
。 

○
車
内
の
ご
み
を
取
り
除
く
。 

○
住
所
氏
名
を
車
内
に
紙
な
ど
で
表
示
す
る
。 

【
注
意
事
項
】 

○
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
や
下
回
り
に
ア
フ
リ
カ
マ
イ 

マ
イ
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
実
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

※
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
除
去
す
る
際
は
、
素
手 

で
さ
わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
車
１
台
に
付
き
１
本
ま
で
無 

料
で
す
。
そ
れ
を
超
え
る
古
タ
イ
ヤ
は
別
途
処

理
料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
の
施
行
に
伴
い
、
次
回
受

付
か
ら
は
別
途
フ
ロ
ン
処
理
料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

今
回
９
月
の
搬
出
が
フ
ロ
ン
処
理
料
金
の
不
要
な 

最
後
の
搬
出
と
な
り
ま
す
。 

※
フ
ロ
ン
処
理
料
金 

 

２
５
８
０
円
（
普
通
車
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
ー
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

       

３
ー
２
１
１
１ 
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小
笠
原
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
ク 

配
付
の
お
知
ら
せ 

  

村
役
場
で
は
、
小
笠
原
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
「
小
笠
原
フ
ィ
ー
ル

ド
ブ
ッ
ク
」、「
南
島
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
」
を
製
作

し
ま
し
た
。 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
ク
と
マ
ッ
プ
を
片
手
に
小
笠
原

の
山
と
海
へ
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

き
っ
と
そ
の
魅
力
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。 

【
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
】 

○
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
ク
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。 

①
父
島 

陸
編 

（
大
村
～
三
日
月
山
、
長
崎
～
宮
之
浜
） 

②
父
島 

海
編
（
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
） 

○
南
島
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
南
島
の
保
全 

と
活
用
の
た
め
の
自
主
ル
ー
ル
と
南
島
に
生

息
す
る
動
植
物
・
地
形
の
解
説
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。 

【
配
付
窓
口
】 

○
村
役
場
産
業
観
光
課 

○
小
笠
原
村
観
光
協
会 

○
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

※
配
付
部
数
は
、
お
１
人
に
つ
き
各
１
部
ま
で
と

な
り
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

           

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

 
 

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ 

 

東
京
都
に
住
所
を
有
す
る
満
70
歳
以
上
の
方
に

は
、
申
込
み
に
よ
り
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電

及
び
都
内
民
営
バ
ス
を
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。 

有
効
期
限
が
平
成
14
年
９
月
30
日
ま
で
の
シ
ル

バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
で
更
新
を
希
望
す
る
場
合

は
、９
月
中
に
更
新
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

【
更
新
に
必
要
な
も
の
】 

○
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書 

○
現
在
ご
使
用
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

○
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の 

（
保
険
証
又
は
免
許
証
） 

【
費
用
】
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
に
必
要
な
費

用
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
申
込
窓
口
】
父
島 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 
 
 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

村
長
出
張
報
告 
 

【
出
張
期
間 

８
月
21
日
～
29
日
】 

・
平
成
15
年
度
都
予
算
要
望
活
動
（
都
） 

・
空
港
関
係
要
望
（
国
会
議
員
） 

・
Ｔ
Ｓ
Ｌ
関
係
打
合
せ
（
国
土
交
通
省
他
） 

・
東
京
都
町
村
会
臨
時
総
会 

・
島
嶼
町
村
会
臨
時
総
会 

・
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
臨
時
総
会 

・
七
島
学
生
寮
理
事
会 

・
東
京
都
島
嶼
振
興
公
社
理
事
会 

・
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
定
期
総
会 

・
東
京
ド
ー
ム
小
笠
原
デ
ー 

・
東
京
湾
納
涼
船
観
光
宣
伝
イ
ベ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

島
嶼
地
区
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ 

 
 
 
 
 
 

交
流
大
会
報
告 

 

去
る
７
月
20
日
、
21
日
に
新
島
に
お
い
て
東
京

都
教
育
委
員
会
・
新
島
村
教
育
委
員
会
・（
財
）
世
界

少
年
野
球
推
進
財
団
主
催
に
よ
る
「
島
嶼
地
区
少
年

少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
笠
原

村
か
ら
は
、
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
野
球
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

初
め
て
の
公
式
戦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
１
試
合

目
は
大
島
町
の
波
浮
リ
ト
ル
ハ
ー
バ
ー
ズ
に
25
対

０
と
完
敗
で
し
た
。
翌
日
の
２
試
合
目
は
、
試
合
に

若
干
慣
れ
た
よ
う
で
新
島
村
の
新
島
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
に

21
対
０
で
初
勝
利
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

結
果
は
、１
勝
１
敗
で
４
チ
ー
ム
中
３
位
で
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
関
本
四
十
四
さ
ん
（
巨
人
軍
Ｏ

Ｂ
）
及
び
高
木
豊
さ
ん
（
横
浜
Ｏ
Ｂ
）
の
指
導
の
も

と
野
球
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                   

愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
２ 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
準
優
勝 

 

去
る
７
月
27
日
、
28
日
に
神
津
島
に
お
い
て
、

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策

協
議
会
主
催
に
よ
る「
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
２
０
０
２
」

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

小
笠
原
と
伊
豆
諸
島
の
全
12
チ
ー
ム
で
試
合
が

行
わ
れ
、
小
笠
原
か
ら
は
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
、
母
島

マ
リ
ー
ン
ズ
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
試
合
前
に
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
楽

し
く
サ
ッ
カ
ー
を
学
び
ま
し
た
。 

31
日
に
は
、
Ｆ
Ｃ
東
京
の
練
習
を
見
学
し
、
そ
の

後
、品
川
区
の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
よ
い
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
大
会
順
位
】 

 
 

父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ 

 

準
優
勝 

 
 

母
島
マ
リ
ー
ン
ズ 

 

９
位 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                

父島キッカーズ 

母島マリーンズ 

 関本 四十四さん・高木 豊さんと一緒に  
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Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
Ｆ
Ｃ
東
京
の
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
開
催

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

開
催
要
項
は
、
９
月
９
日
（
月
）
よ
り
教
育
委
員

会
及
び
母
島
支
所
で
配
布
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

９
月
21
日
（
土
） 

○
一
般
対
象 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

９
月
22
日
（
日
） 

○
小
中
学
生
対
象 

午
前
９
時
～
10
時
30
分 

 

《
場
所
》
評
議
平
運
動
場 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

９
月
23
日
（
月･

祝
） 

○
小
学
生
対
象 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

○
中
学
生
以
上
一
般
対
象 

午
後
４
時
～
５
時
30
分 

 

《
場
所
》
奥
村
運
動
場 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】 

申
込
書
を
９
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
又
は
母
島
支
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

            

     

母
島
巡
回
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
９
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
９
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の 

実
施
に
つ
い
て 

 

９
月
21
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
月
）
ま
で
の
10

日
間
『
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
』
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

運
動
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

②
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止 

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

の
徹
底 

④
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放 

こ
の
運
動
は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル 

を
守
り
、正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。 

交
通
事
故
の
無
い
『
安
心 

安
全
！ 

小
笠
原
』
を

実
現
す
る
た
め
、村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

◎
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
励
行
に
つ
い
て 

 

最
近
、
飲
酒
運
転
や
違
法
駐
車
が
目
立
っ
て
お
り

ま
す
。 

○
飲
酒
後
の
車
両
運
転
は
、 

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。 

○
湾
岸
通
り
（
東
町
周
辺
）
に
お
け
る
違
法
駐
車
（
交

差
点
付
近
や
横
断
歩
道
前
後
の
駐
車
）、
大
神
山
三

角
公
園
周
辺
で
の
ま
た
が
り
駐
車
（
歩
道
に
乗
り

上
げ
て
の
駐
車
）
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

多
少
の
不
便
が
あ
っ
て
も
近
く
の
駐
車
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
三
角
公
園
駐
車
場
は
、
買
物
客
等
が
一
時
的
に
利

用
す
る
た
め
の
駐
車
場
で
す
。「
車
庫
代
わ
り
」
と

な
る
よ
う
な
長
時
間
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
装
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。 

小

笠

原

警

察

署 

小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

小

笠

原

村

役

場 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

○
講
演
会
の
ご
案
内 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
い
ず
れ
も
無
料
、
予
約
不
要
） 

①
【
オ
オ
ハ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
と
そ
の
仲
間
】 

《
講
師
》
邑
田 

仁
（
東
京
大
学
教
授
） 

《
日
時
》 

９
月
５
日
（
木
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
会
場
》 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

②
【
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
】 

《
講
師
》
稲
葉 

慎
（
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
） 

《
日
時
》 

９
月
８
日
（
日
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
会
場
》 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

 

③
【
カ
ヤ
ッ
ク
か
ら
見
た
小
笠
原 

愛
す
る
島
】 

《
講
師
》
清
水 

良
一 

（
プ
ー
ラ
ン･

プ
ー
ラ
ン･

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
） 

《
日
時
》 

９
月
16
日
（
月
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

《
会
場
》 

 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

 

○
都
立
大
神
山
公
園
の
夜
間
照
明
に
つ
い
て 

現
在
、
大
神
山
公
園
で
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
孵
化

に
配
慮
し
、
夜
間
照
明
を
消
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
中
学
校
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

「
中
学
生
は
硫
黄
島
で
何
を
感
じ
た
か
」 

 

今
年
６
月
に
小
笠
原
中
学
校
の
２
年
生
が
硫
黄

島
を
訪
島
し
ま
し
た
。
生
徒
が
実
際
に
硫
黄
島
を
訪

れ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
発
表
を
中
心
に
授
業
を
公
開

し
ま
す
。 

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～ 

【
会
場
】
小
笠
原
中
学
校 

図
書
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
中
学
校 

櫻
田
教
頭 

２
―
２
５
０
２ 
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お
が
さ
わ
ら
丸
の
パ
ブ
リ
ッ
ク 

 
ス
ペ
ー
ス
夜
間
開
放
に
つ
い
て 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
で
は
、
午
後
10
時
以
降
施
錠
し
て

お
り
ま
し
た
一
部
船
内
ス
ペ
ー
ス
を 

ご
乗
船
の
お

客
様
に
開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
読

書
室
、
談
話
室
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
開
放
区
画
】 

○
営
業
終
了
後
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
部 

○
ラ
ウ
ン
ジ
、
ビ
デ
オ
ル
ー
ム
、
チ
ル
ド
レ
ン
ル 

ー
ム
及
び
サ
ロ
ン 

 

○
外
部
デ
ッ
キ
（
荒
天
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
父
島
営
業
所  

２
―
２
１
１
１ 

 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
特
別
記
念
局
の 

開
設
に
つ
い
て 

 

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｌ
）
で
は
、

設
立
75
周
年
を
記
念
し
て
、
９
月
下
旬
～
１
月
上
旬

ま
で
の
期
間
中
、
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
に
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
特
別
記
念
局
を
開
設
し
、
小
笠
原
を
広
く
世

界
中
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。 

こ
の
特
別
局
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
従
事
者
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
運
用
で
き
ま
す
の

で
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
運
用
中
は
随
時
見
学
も
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

（
社
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
総
務
部 

 
 
 
 

山
崎 

 

０
３
―
５
３
９
５
―
３
１
０
３ 

 
 

小
笠
原
海
運
（
株
）
宮
崎 

 

２
―
２
１
１
１ 

     

     

大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

 

大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上
の
方 

【
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
料
金
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
９
月
20
日
（
金
）
ま
で 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
付
し
ま
す
の

で
、
直
接
、
申
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

肺
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

 

左
記
の
期
間
中
、
肺
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
受
付

け
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上
の
方 

【
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
料
金
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～
11
月
７
日
（
木
） 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
付
し
ま
す
の

で
、
直
接
、
申
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

  

専
門
診
療(

有
料)

の
お
知
ら
せ 

 

眼
科
の
専
門
診
療
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

保
険
診
療
と
な
り
ま
す
の
で
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

【
派
遣
医
療
機
関
】
北
里
大
学
病
院 

【
診
療
日
】 

《
父
島
》
９
月
23
日
（
月
）、
24
日
（
火
） 

《
母
島
》
９
月
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
） 

 

※
26
日
（
木
）
は
午
後
の
み
実
施 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所
及
び
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
の 

お
知
ら
せ
（
父
島
） 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
９
月
17
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

         

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

左
記
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
離
乳
食
（
実
演
・
試
食
も
あ
り
ま
す
） 

【
対
象
者
】 

４
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】 

９
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階
調
理
教
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

            

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

15 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

～
観
光
業
者
の
役
割
～
」 

 

一
口
に
観
光
業
者
と
言
っ
て
も
、
ツ
ア
ー
業
者
、

宿
泊
業
者
、
飲
食
・
土
産
物
業
者
な
ど
の
観
光
業
者

が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
考
え

ら
れ
て
い
る
各
業
者
さ
ん
の
役
割
を
小
笠
原
に
あ
て

は
め
て
み
ま
す
。 
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○
ツ
ア
ー
業
者 

①
野
生
生
物
の
生
態
系
の
保
全
（
不
用
意
な
接
近

や
餌
付
け
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
）。 

②
保
護
さ
れ
て
い
る
自
然
物（
カ
タ
マ
イ
マ
イ
等
）

の
採
集
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。 

③
自
主
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
（
Ｏ
Ｗ

Ａ
自
主
ル
ー
ル
、
南
島
自
主
ル
ー
ル
等
）。 

④
土
や
水
な
ど
を
汚
さ
な
い
、
さ
せ
な
い
。 

⑤
旅
行
者
に
自
然
を
尊
重
し
自
然
と
と
も
に
生
き

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
。 

○
宿
泊
・
飲
食
・
土
産
物
業
者 

①
小
笠
原
の
自
然
、
文
化
、
ガ
イ
ド
情
報
の
紹
介 

②
小
笠
原
の
産
物
や
特
性
を
取
り
入
れ
た
食
事
、

販
売
物
の
提
供 

③
環
境
に
や
さ
し
い
小
笠
原
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
致
し
た
快
適
性
の
提
供 

 

ま
た
、
ど
の
観
光
業
者
に
も
共
通
な
役
割
を
挙
げ

て
み
ま
す
。 

①
小
笠
原
に
複
数
存
在
す
る
自
然
文
化
の
研
究
施

設
と
の
情
報
交
換
や
貢
献
・
援
助 

②
学
校
、
環
境
教
育
施
設
と
の
情
報
交
換
や
貢

献
・
援
助 

③
小
笠
原
の
経
済
、
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
加 

④
施
設
、
建
物
が
小
笠
原
の
自
然
、
文
化
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
よ
う
心
が
け
る 

⑤
村
民
が
中
心
に
な
る
管
理
、
運
営
、
経
営 

⑥
施
設
、
建
物
の
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
配
慮 

 
 

 

小
笠
原
の
自
然
・
文
化
を
保
全
し
な
が
ら
観
光
を

発
展
さ
せ
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

観
光
業
者
、
住
民
、
行
政
、
研
究
者
、
旅
行
者
が
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
協
力
関
係

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
観
光
業
者
は
旅
行
者
と
直
接
相
対
す
る

ホ
ス
ト
と
し
て
、
そ
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

 

第
９
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（
勉
強
会
）
開
催 

 

【
講
習
内
容
】 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
住
む
海
を
探
る
」 

「
屋
久
島
と
沖
縄
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」 

【
日
時
】
９
月
20
日
（
金
）
入
港
前
日 

【
時
間
】
昼
の
部 

午
後
２
時
～
４
時
頃 

 
 
 
 

夜
の
部 

午
後
７
時
～
９
時
頃 

【
会
場
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
受
講
資
格
】
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
及
び
村
民
の
方 

【
受
講
料
】
無
料
（
予
約
不
要
） 

【
そ
の
他
】
各
自
飲
み
物
等
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

担
当 

一
木 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
15 

 

昼
間
の
稚
ガ
メ
放
流
を
止
め
た
理
由

わ

け 

 

毎
年
ウ
ミ
ガ
メ
の
孵
化
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ウ
ミ

ガ
メ
が
産
卵
す
る
地
域
の
新
聞
で
は
「
生
ま
れ
た
て

の
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
の
旅
立
ち
。
大
き
く
な
っ
て
帰
っ

て
お
い
で
。」な
ど
の
見
出
し
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
会

が
報
じ
ら
れ
ま
す
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
本
当
に
生
ま
れ
た
て
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

通
常
放
流
会
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
前
も
っ
て
日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
飼
育
技
術
で
は
、
ま
だ
そ
の
日
程
に
あ
わ
せ

て
孵
化
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
つ
ま
り
、
放

流
日
に
合
わ
せ
て
数
日
前
か
ら
放
流
会
用
の
稚
ガ
メ

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
当
然
稚
ガ
メ
は

体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

水
槽
に
入
れ
て
お
け
ば
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
実

は
そ
れ
で
は
更
に
死
亡
率
を
上
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

砂
浜
で
孵
化
し
た
稚
ガ
メ
は
、
山
よ
り
も
わ
ず
か
に

明
る
い
海
に
向
か
っ
て
一
目
散
に
進
み
、
海
に
入
る

と
ひ
た
す
ら
泳
ぎ
続
け
ま
す
。こ
の
期
間
を｢

フ
レ
ン

ジ
ー(frenzy

：
狂
乱
・
熱
狂)｣

と
呼
び
、
通
常
24
時

間
か
ら
72
時
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
フ
レ
ン
ジ
ー
が
終

わ
る
こ
ろ
、
稚
ガ
メ
た
ち
は
沖
を
流
れ
る
海
流
に
た

ど
り
着
き
、
今
度
は
体
力
の
消
耗
を
避
け
る
た
め
に

あ
ま
り
動
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
流
木
等
に
身

を
寄
せ
な
が
ら
、
付
近
の
流
れ
藻
な
ど
を
食
べ
て
摂

餌
海
域
ま
で
移
動
し
ま
す
。
フ
レ
ン
ジ
ー
を
水
槽
で

終
え
て
し
ま
っ
た
稚
ガ
メ
た
ち
に
は
、
も
は
や
海
流

に
た
ど
り
着
く
体
力
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
餌
を
捕
ま
え
る
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

更
に
昼
間
の
放
流
の
最
大
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
温

度
と
明
る
さ
で
す
。 

砂
中
深
く
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
は
、
孵
化
後
お
お

よ
そ
１
週
間
か
け
て
表
面
近
く
ま
で
上
が
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
表
面
の
砂
の
温
度
が
下
が
っ
て
か
ら
、

一
斉
に
這
い
出
て
海
に
向
か
う
の
で
す
。
で
す
か
ら

雨
が
続
い
た
り
産
み
つ
け
ら
れ
た
場
所
が
沢
筋
だ
っ

た
り
す
る
と
日
中
に
孵
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

通
常
孵
化
は
夜
起
こ
り
ま
す
。
炎
天
下
の
砂
浜
の
表

面
温
度
は
時
に
は
50
℃
を
超
え
ま
す
。
我
々
人
間
で

も
か
な
り
体
力
を
消
耗
す
る
熱
さ
で
す
。
ま
し
て
や

体
重
わ
ず
か
30
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
稚
ガ
メ
に
と
っ
て

は
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に
入
っ
た
稚
ガ

メ
は
さ
ら
に
肉
食
性
の
魚
に
も
狙
わ
れ
ま
す
。
夜
の

孵
化
に
も
当
然
夜
行
性
の
鮫
な
ど
が
い
る
の
で
、

「
絶
対
に
安
全
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
昼
間
活
動

す
る
魚
の
数
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
の

で
す
。 

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
ク
リ
ア
ー
し
た
結

果
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
夜
孵
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
の
都
合

に
合
わ
せ
て
昼
間
に
放
流
し
て
は
、
決
し
て
保
護
活

動
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
昼
間
放
流
さ
れ
た
稚
ガ
メ
が

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
、
ま
ず
有
り
得

な
い
の
で
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
一
昨
年
か
ら
、
よ
り
自
然
に

近
い
状
態
で
の
放
流
を
心
が
け
、
夜
間
放
流
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
放
流
の
有
無
に
つ
い
て
は
当
日

の
朝
に
決
ま
り
ま
す
の
で
、
直
接
海
洋
セ
ン
タ
ー
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

お
知
ら
せ 

そ
の
① 

台
風
９
号
の
通
過
以
降
南
島
の
陰
陽
池
で
頻
繁
に

目
撃
さ
れ
て
い
た
親
ガ
メ
は
、８
月
８
日
に
保
護
し
、

心
配
さ
れ
た
体
力
の
消
耗
も
さ
ほ
ど
な
く
、
計
測
・

標
識
装
着
後
、
無
事
海
に
放
流
し
ま
し
た
。 

                

そ
の
② 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
そ
の
12
で
お
知
ら
せ
し

た
海
洋
セ
ン
タ
ー
生
ま
れ
の
14
歳
ガ
メ｢

シ
ン
ち
ゃ

ん｣

は
６
回
産
卵(

小
笠
原
タ
イ
記
録)

し
、そ
の
一
部

が
無
事
孵
化(

日
本
初
記
録)

す
る
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 
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大腸がんは１９５０年頃に比較すると６倍近く増加しています。原因は食生活の欧米化、動物性脂肪、タンパク質の摂

取量増と食物繊維の摂取減少が主な要因です。しかし、大腸がんは、数あるがんの中でも治りやすいがんです。 

症 状 

大腸がんは肛門から１５ｃｍほどの直腸とその上のＳ状結腸に出来やすく、両者を

あわせると大腸がん全体の約７０％を占めています。最も多い症状は血便などの出血

です。痔による出血と思い込み、大腸がんの発見が遅れることがありますので、自分

で決め付けないでください。その他、便秘と下痢を繰り返す、残便感、便が細くなる、

おなかが張る、痛む等の症状が見られるときは、早めに医師に相談してください。 

かかりやすい年代 

 ４０歳を過ぎると多くなり、男女比はほぼ同じですが、焼肉などの脂っこい料理が

好きな人、便秘傾向の人は注意が必要です。症状が無くても毎年検査を受けましょう。 

小笠原村で行う検査って何？ 

１．便潜血検査（一次検診） 
専用の容器に便をつけ、便の中に血液が混ざっていないかを調べます。   

進行がんのほとんどは、出血を伴うため陽性となります。また、肛門付

近からの出血（いぼ痔、切れ痔、直腸肛門炎）で陽性になる場合も多い

ため、この検査が陽性だったからとショックを受けるのではなく「これ

を機会に精密検査を受けてみよう。」という楽な気持ちで臨まれるのが 
一番です。しかし、残念なことに早期のがん（特に平坦ながん）は、出

血をしないことが多く、見逃してしまうことがあるのも事実です。 
病気の心配が強い方は、一度、注腸検査・内視鏡検査等の精密検査を

受けることをお勧めします。 
２．注腸検査（精密検査） 

便潜血が陽性となった方に実施します。お尻からバリウムと空気を入れ、体を回転させながらＸ線写真で、腸の形を 
チェックし、がんやポリープの有無を調べます。検査の所要時間は１０分程度です。 
３．その他の精密検査（内地での実施のみ）：大腸内視鏡検査 

直接お尻からカメラを入れ、肉眼で確認しながらポリープや潰瘍、更に粘膜の色調の変化を観察し、必要なら一部組織

をとったり、ポリープ切除も行えるもっとも正確な精密検査です。 
 
 今や日本の携帯電話普及率は５０％以上。２人に１人が携帯電話を持

つ時代になりました。ある雑誌で小さな島のシニアの間で、携帯電話の

メール（文字を伝送）が流行っているという記事を見かけました。離れ

て暮らす家族のことが心配でも、用事がない限り電話はしずらい。会え

ない分だけ気を使い、少しずつ疎遠になっていく。そんな心の隙間を埋

めてくれたのが、「元気ですか？」「元気です」といった、家族や友人と

の、たった数文字の言葉のやり取りでした。小笠原でも「ショートメー

ル」といって、５０文字までなら、携帯電話同士で、メールが送れると

いうサービスがあるのをご存知ですか？限られた字数の中で簡潔に言葉

を伝えるというのは、案外、頭を使います。なんか難しそう～と尻込み

されているシニアの皆さま。これを機にはじめてみませんか。大切な人

との距離がグッと近くなるかもしれませんよ。 
 

 

けんこう通信
健康福祉課 第５０号 

大腸がん検診 

大腸がん検診 ９月２０日（金）まで 
       健康福祉課で受付中！ 



出港日

IT基礎技能講習（母島 ～3） 敬老の日の集い（母島）

講演会「カヤックから見た小笠原 愛する島」

母島保育園10月入園児募集（～13） 乳幼児健診・歯科健診（父島）

委託保育士募集（～30） 扇浦地区宅地分譲村民説明会

肺がん検診申込（～11/7） 宮之浜道宅地分譲再募集（～10/16）

出港日

高校図書館開放

入港日

高校図書館開放

IT基礎技能講習（父島 ～15） 大腸がん検診申込締切

講演会「オオハマギキョウとその仲間」 インタープリター養成講座

入港日

秋の全国交通安全運動（～30）

高校図書館開放

出港日

高校図書館開放

自動車運転免許試験申込日

講演会「オオコウモリの世界へようこそ」 眼科専門診療（父島 ～24）

母島巡回労働相談 出港日

入港日 育児学級（父島）

高校図書館開放

高校図書館開放 眼科専門診療（母島 ～27）

出港日 入港日

小笠原村議会第3回定例会（一般質問）

小笠原村議会第3回定例会（議案審議等） 高校図書館開放

ＦＣ東京サッカークリニック申込締切

敬老大会（父島） 出港日

高校図書館開放

入港日 東京都シルバーパス更新手続き締切

小笠原中学校道徳授業公開講座
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28 土

29 日

30 月

金

月

10 火

11 水

9

日

月

26 木

23

24 火

25 水
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12 木

13 金

14 土

15 日

日付 曜日

1 日

2 月

3 火

水

7 土

8 日

4

5 木

6 金

16 月

火

水
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18

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

木
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21

金

土
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振替休日

敬老の日

秋分の日


